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ポジティブ思考を育てる「３つの実践」①楽しかったこと・頑張ったことを子供に毎

日尋ねる。 ②お子さんを一日一回ハグする。 ③学校・先生をほめる。

いよいよ１学期の終業式を迎えます。この１学期間、子供たちは学習
や運動、さまざまな学校行事を通して大きく成長しました。保護者の皆
様、地域の皆様には、本校の教育活動に対しまして温かい御理解と御協
力を賜り、心より感謝申し上げます。
さて、子供たちが楽しみにしている夏休みが始まります。夏休みは、

学校ではできない体験や家族とのふれあいを深める貴重な機会です。地
域の行事への参加や読書、自然体験、家族との時間などを通して、子供
たちが心豊かに成長してくれることを願っています。
一方で、この時期は水の事故や交通事故、熱中症などの危険が高まる

時期でもあります。特に，１学期最後の１週間と夏休み最初の１週間は
注意が必要です（７月12日～７月25日）。また、インターネットやSNS
の利用によるトラブルも心配されます。子供たち一人一人が自分の命を
守る意識をもち、安全な生活を送ることが何より大切です。
学校では、「自分の命は自分で守る」ことを繰り返し指導してまいり

ました。しかし、夏休み期間中は子供たちの生活の中心が家庭や地域へ
移ります。「子供たちを家庭に返す夏休み」とも言えるこの期間、ぜひ
御家庭でも安全について話し合う機会を設けていただきたいと思います。
外出先や帰宅時刻の確認、水辺での約束、自転車の乗り方、インター
ネット利用のルールなどについて、親子で再確認していただければ幸い
です。
長い休みだからこそ、心と体をしっかりと休め、新しいことに挑戦す

る時間も生まれます。子供たちには、安全を第一に考えながら、有意義
で思い出に残る夏休みを過ごしてほしいと思います。
９月１日の始業式に、元気な笑顔で全員が登校し、夏休みの思い出を

語り合う姿を楽しみにしています。保護者、地域の皆様におかれまして
は、引き続き子供たちの見守りと声かけへの御協力をよろしくお願いい
たします。

安全第一！ 家庭と地域で見守る夏休み
校長 中島隆洋

湯谷川
学校便り

「栗小ブログ」も
随時更新中！
二次元コード→

部落差別（同和問題）をはじめとする人権問題を解決するためには，県民に人権
尊重の理念が普及し，その理解を深めていくことが重要です。このため，８月を
「人権同和問題啓発強調月間」と定め，この期間中に各種の啓発活動を集中的に実
施します。
一人ひとりの多様性を認め合い，すべての人の人権が尊重される社会づくりに向

けて県民が様々な人権問題に触れ，自らもその課題解決の主体であるという認識を
深める機会の創出を図ることを目的としています。
この機会に，人権問題について，ぜひ御家庭でも話題にしてください。

令和８年度人権同和問題啓発強調月間（令和８年８月１日から同月31日まで）



子供たちの様々な姿を写真で紹介します。学校ブログと合わせて
ご覧ください。栗野っ子の姿

７・８月の主な行事予定 ※ 都合により変更することがあります。

＜７月＞
17日（金）１学期終業式
18日（土）～８月31日（月）夏休み

水難事故防止運動強調期間
18日（土）青少年育成の日
19日（日）家庭の日
20日（月）海の日
22日(水)～28日（火）教育相談期間
26日（日）青少年ふるさと美化活動
29日（水）～31日（金）

チャレンジャー湧水っ子inゆうすい

＜８月＞
１日（土）～31日（月）人権同和問題啓発強調月間
８日（土）カヌー川下り体験会
11日（火）山の日
13日（木）～15日（土）学校閉庁日
15日（土）青少年育成の日
16日（日）家庭の日，くりの図書館おはなしの森
21日（金）出校日
23日（日）ＰＴＡ奉仕作業

※ ２学期始業式は９月１日（火）です。

５年生が田植えをがんばりました。まずは手植え。「田んぼの中はあったかい！」
「田植えのコツが分かったぞ」歓声が聞こえてきます。その後は，地域にお住いの中
山さんによる田植え機の実演。「早い！」「あっという間だ！」驚きの声が響きまし
た。稲刈りは11月上旬の予定。観察や除草をがんばります。

６月29日（月）田植え（５年生）

６月26日（金）上場小学校との交流学習
上場小学校との交流学習を実施しました。今年で26回目になります。上場小学校の子

供たち20人が来校し，本校児童と一緒に学習したり遊んだりして，交流を深めました。

八幡大地獄
霧島連山で最も古い火山と言われる栗野岳。ここには九州有

数の面積を誇る噴気孔が存在し、栗野岳温泉の源となっていま
す。
地面をよく見るとぐつぐつと…世にも不思議な大地のパワー

を感じられるはずです。
また，栗野岳温泉は，明治９年頃，陸軍大将・参議の官職を

辞めて，鹿児島に帰ってきた西郷隆盛が，鹿児島での日々に我
慢できず愛犬を連れて，狩や温泉を楽しまれたという話があり
ます。 引用元：湧水町観光情報ホームページ

はちまんだいじごく

ぶらり ゆうすい
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